
 

別紙－１ 
 

資料配布の場所・日時 
１．筑波研究学園都市記者会（資料配付） 
２．国土交通記者会（資料配布） 
３．国土交通省建設専門紙記者会（資料配布） 

日時：令和8年4月28日 14時同時配付 
 

    
 
 
 
 
     

 令和8年4月28日 
        国立研究開発法人土木研究所 

 

ICHARM20 周年記念シンポジウムを開催します 

－持続可能な社会構築のための水災害リスクの軽減に向けて－ 
 

 
土木研究所 水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM:ｱｲﾁｬｰﾑ）では、令和 8 年 6 月 17 日（水）

9 時 30 分より、「土木研究所 ICHARM20 周年記念シンポジウム－持続可能な社会構築のための水災害リスク
の軽減に向けて―」を開催いたします。会場あるいはオンラインによる参加が可能なハイブリッド形式によ
り、参加申込みを受け付けています。土木分野の研究者や技術者、国や地方公共団体、公益企業の担当者、な
らびに留学生の皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

【日 時】 令和 8 年 6 月 17 日（水）9 時 30 分 ～ 17 時 00 分 
【開催方法】対面、Web 同時配信（Zoom ウェビナー形式（傍聴のみ）） 
【言 語】 英語（同時通訳あり） 
【会 場】 政策研究大学院大学 想海樓ホール （東京都港区六本木 7-22-1） 
【参 加 費】 無料 
【定 員】 対面 250 名、Web 配信 300 名 ※定員になり次第、お申込みを締め切らせて頂きます。 

【C P D】 土木学会の CPD 認定を受けています（認定番号：JSCE26-0436）。 
※CPD 認定は対面参加者に限らせて頂きます。 

【特設ホームページ】https://www.pwri.go.jp/icharm/special_topic/20th_anniversary_j.html 
 

現地での取材をご希望の場合は、下記問い合わせ先まで 6 月 15 日 17 時までにご連絡ください。 
 
開催趣旨： 

世界各地において、気候変動によって私たちはこれまで経験したことのない水に関する新たな課題に直
面しています。2023 年 3 月に開催された国連水会議では、気候変動による水リスクの低減に向け多様な関
係者の関与・協力が必要との議論がなされ、重要な成果である「水行動アジェンダ」において、水循環の統
合(WCI)が位置付けられました。こうした中、本年は、土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センタ
ーが設立 20 周年という節目の年を迎え、公開シンポジウムを開催します。本シンポジウムでは、洪水及び
渇水といった水災害に関する科学技術の貢献として、国連水会議 2023 の「水行動アジェンダ」を具体化す
るための活動について国連、各国及び各専門機関の様々な立場から意見交換を行い、水関連リスクの軽減と
同時に持続可能な社会の構築に向け、世界各国の関係者が実践すべき取り組みを議論します。 

 

（問い合わせ先） 

 国立研究開発法人 土木研究所 

  水災害・リスクマネジメント国際センター 

特別研究監 古本 一司 

 電話番号 029-879-6815  E-mail    furumoto-k573cp@pwri.go.jp 

 

土木研究所 水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM:ｱｲﾁｬｰﾑ）は、設立 20 周年という節
目の年を迎え、公開シンポジウムを開催します。本シンポジウムでは、洪水及び渇水といった水災害に
関する科学技術の貢献として、国連水会議 2023 の「水行動アジェンダ」を具体化するための活動につい
て国連、各国及び各専門機関の様々な立場から意見交換を行い、水関連リスクの軽減と同時に持続可能
な社会の構築に向け、世界各国の関係者が実践すべき取り組みを議論します。 


